
熊本地震による伝統的町家の被災実態 ・復興過程の記録とまちづくり

熊本県宇城市小川町商店街の歴史的町並みの継承を 目指 して
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「小川町商店街の歴史的町並み ・伝統的町家の復旧 ・復興とまちづ くり」

宇城市小川町商店街には江戸期末から明治 ・大正の立派な町家が残る。2016年 の熊本地震で被災 した。本稿は小川町商

店街とい う一地方都市の小さな町の熊本地震からの復興の記録である。震災後2年 半が経過 した今、公費解体された町家

も多く空地が広がる。地震か ら約1年 後に我が国で初めての取組である、被災した未指定文化財への修復補助が決定した。

小川町商店街の町家6軒 が申請 した。地震後の1年 間は、各町家ごとの復 旧支援が中心だったが、2年 目の2017年6Hに

小川町商店街有志による苅萱の会が立ち上った。宇城市の職員も加わ り共に将来のまちの在 り方を考え、今何をすべきか

を考え、まず動くことから始めた。現在進行中である。
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 RECORD OF ACTUAL CONDITION OF DAMAGED OLD HISTORICAL HOUSES " MACHIYA" BY 

    KUMAMOTO EARTHQUAKE, THE RESTORLATION PROCESS AND COMMUNITY 

                        DEVELPOMENT 
       - Intend to Inherit Historical Townscape of Ogawa machi Shopping Street , Uki City, Kumamoto Pref. -
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    Restoration of traditional town houses and historical streets and community development 

There are many excellent "Machiyas" built in Meiji from the end of Edo period at Ogawa Town shopping street, Uki city, Kumamoto 

pref. These "Machiyas" were affected by the 2016 Kumamoto earthquake. This paper is a record of recovery from the Kumamoto 

earthquake of a small town in a local city. In the first year from the earthquake, support was mainly given to each town house, and in 

the second year Karukaya party by volunteer Ogawamachi shopping district was established in June of 2017. Thinking about the vision, 

thinking what to do now, we started with moving first. It is ongoing.

1.実 践活動の目的

1.1小 川町商店街とのこれまでの関わ り

磯田、坂 田は2014年 度 に当該商店街 に立地する新麹

屋(明 治16年)の 登録文化財 申請のための調査を行った。

また、熊本高等専門学校学生の卒業研究の研究対象地 と

して この小川町商店街に関わってきた。2016年4.月14

日、16日 熊本地震が発生、宇城市は震度6強 を2度 受 け

る。地震発生の1週 間後に前述の新麹屋の当主柏原 さん

か ら磯 田へ町家の被災状況 を見てほ しいと連絡があり、4

月26日 に当該町家と小川町商店街の各町家の被災状況

を外観 目視で確認する。一方、坂田は、地震発生の翌 日

4月17日 に現地を見て回っている。

1.2実 践活動の目的

復興支援活動を地震直後から開始 した。1年 目の活動

は3タ イムラインで述べる。2年 目となる本補助事業 と

しての 目的は①引き続き町家群の被災状況の調査②町家

の保存 ・継承に向けた修復の支援(補 助制度の活用等)

③当該商店街将来ビジョンづ くりの支援④地域のコミュ

ニティ活動の支援、であり、加えて⑤その活動を記録 し、

残す ことも目的の一つ とする。

*1熊 本高等専門学校(客員教授 ・博士(学 術))
、*2地 元住民、*3文 化財保存計画協会、*4高 木冨士川計画事務所、*5熊 本大学(教 授 ・博士(工 学))、

*6来 夢建築設計事務所(修 士(工 学))



蕪馨叢灘驚 翻
申請時の計画 と内容が多少変わることになった。苅萱会

活動支援がメーンの活動である。

2.熊 本県宇城市小川町商店街について

宇城 市小川 町は熊本県 の中央部 に位 置す る人 口約

13200人(宇 城市HP平 成22年 、宇城市は約61,000人)

の小 さな町である(図2-1)。 小川町商店街 は古くか ら地

域経済の中心地の役割を担い,細 川時代 には薩摩街道の

宿場町として栄えた。多 くの伝承や史跡,寺 社仏閣が存

在する。かつては小川町商店街近 くに海岸線があ り,商

人は砂川を使い天草、長崎等 との交易 も盛んであった。

しか し八代平野の干拓により徐々に海岸線は小川町商店

街か ら遠のき、現在はお よそ3km沖 となる。また鉄道駅

も商店街か ら離れて建設 され、五木方面に抜ける県道が

もう一本新たに建設 されたこと、3号 が当該商店街を外

して建設 されたこと、モータリゼーションの進展等によ

り小川町商店街 の衰退が始まる。近年はショッピングモ

ール(イ オンモール宇城)進 出に伴 う店舗 の流出,空 き

家の増加等により,商 店街一帯の人通 りは減少 し,過 去

の繁栄を思わせる賑わいはない。
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図2-1小 川町商 店街の位 置

3.タ イ ム ラ イ ン ー 時 系 列 に み た 震 災 復 興 の 活 動

3.1タ イ ム ラ イ ン1:地 震 発 生 ～2017年3月 ま で の 活

動

地 震 直 後 か ら2017年3月 ま で の活 動 は 大 き く3つ の

段 階 に 分 け る こ とが で き る 。

・第1期:被 災 調 査 と話 し合 い
、 相 談 会 の 開催

・第2期:グ ル ー プ 補 助 金 申請 と住 民 参 加 の勉 強 会(各

地 か ら専 門 家 の 来 訪 と講 演 会 の 開 催)

・第3期:個 別 の プ ロジ ェ ク ト始 動(か ん ま ち文 庫
、 ス
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図3-1小 川町商 店街の 被災状 況

イ ス お く りび とプ ロ ジ ェ ク ト)

(1)第1期:2016年4月 ～7月 被災調査 と話 し合い

被災調査が主な支援活動の時期である。坂 田 ・磯 田で

5.月11日 に外観 目視で被災調査 をした結果を図3-1に 示

す。商店街の通 り沿いの建物を中心 に調査 を行った。全

壊が7%,半 壊が11%,広 範 囲に及ぶ瓦の落下、壁の剥落

等が21%,瓦 の一部落下,壁 の一 部ひび割れ等が61%

であった。 東側の山付 きよりも,西 側の不知火海に近く

なるほ ど被害が大きかった。

5月14日 に上町区長、磯田研究室共催で 「小川町商

店街のこれか らを考える」を開催 した。町家所有者の方々

からは古い木造建築に対する不安や これまでの維持管理

の大変さから取壊 しの声が聞こえたからである。福岡か

ら新建築家集 団の建築士の方々に来ていただき、壁は崩

れても構造体は無事であること、大規模半壊、例え全壊

でも修復が可能であることを伝 えた。「この小川町商店街

をこれか らどうす るのか?こ れ らの町家は小川町の宝で

は?」 を参加者等 と話 し合った。手探 りの中、この地震

をきっかけに何か新 しい取組みができそ うな予感がした

記憶がある。そのひ と.月後に同共催で 「住宅相談会」を

開催 した。文化財 ドクター文1)の 調査をは じめ、外部か

ら多くの方々が調査や視察にこられ、各町家 を回ってア

ドバイスを受けたのも 第1期 の特徴である。

(2)第2期:2016年8月 ～10月 「グループ補助金」

申請 と地域住民参加の勉強会の開催

伝統的な町家の修復には費用が必要である。中小企業

庁による店舗等の修復の支援を行 う 「グループ補助金」

文2)の 募集が6月 か ら開始 された
。 グループ名称を 「小

川町商店街の伝統的町家 と体験のまちづ くりの会」とし

体験のまちづくりの会のメンバーに加わっていただき、

同会の平川 さんに代表をお願いした。 グループ補助を申

請す るためにまず修復費用の見積もりが必要であるが、

伝統的な町家の修復はその伝統的な仕様 を理解 し修復方

針を明確に定めた上で修復方法 を決定する必要があ り、

簡単ではないことが明らかになった時期でもある。また

この時期には新潟地震を経験 した長谷川順一氏、防災の

室崎先生、石川県で能登半島地震後、修復型の復興を行



い伝建地区に指定 された黒島の紹介など、専門家の先生

方が小川町商店街へ来 られ、地域参加型 「復興まちづく

り勉強会シリーズ」として開催 した。また文化財 ドクタ

ーによる調査結果を踏まえて、この小川町商店街を石川

県黒島のように 伝建地区にとい う 「提言書」を8月 に熊

本大学 伊東教授、建築士会会長から宇城市長に提出した。

(3)第3期:2016年10月 ～支援プロジェク ト始動

第3期 の特徴 は個々の町家を対象 とした具体的なプロ

ジ ェク トが動き出 した時期である。一つは那須商店プロ

ジェク ト、もう一つはスイス時計店プロジェク トである。

那須商店は町家が リノベーションされて残ってい くプロ

ジェク トである。一方のスイス時計店は残念ながら2017

年1月 に 解体 されたが、約2か 月間にわた り所有者 と地

域の若者を中心に片付け作業の支援などの交流があった。

3.2タ イムライン1:2017年2月 ～2018年10月 の活動

本事業の期間である2017年4月 か ら2018年10.月 ま

でのタイムラインであ り、大きく次の3つ の段階に分 け

ることができる。

・第1期:苅 萱会の設立、街 なみ環境整備事業(以 後街環)

を目指す。併せて熊本県未指定文化財補助制度文3)申 請

・第2期:複 数町家の修復工事着工と地域文化資源活用空

間創出事業(九 経局)の 申請時期

・第3期:歩 行者優先の道 ・歴史資料館跡地整備 ・シャッ

ターを開けようプ ロジェク ト(か るかや市)の 始動

(1)苅 萱会設立 と街環を目指 し、熊本県未指定文化財

を申請 した時期(2017年4月 ～2018年1月)

地震発生から約1年 間、被災状況調査やグループ補助

申請等各町家 ごとの対応が中心であった。町全体の将来

ビジョンや町全体のことを考えることが必要であ り、そ

の時期が来ていると判断。柏原 さん、平川さん等に相談

して苅萱会を設立 した。2017年6.月6日 第1回 開催。
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図3-2第1回 苅 萱会 の様 子

「街環」について、熊本県芦北町佐敷で主導的に頑張ら

れた窪 田さんを訪問し、苅萱会にお出でいただきお話 を

お願いしたが、現状は空家 も増え 「街環」が本当に良か

ったのだろうか と、招聰を辞退 された。一方、宇城市の

都市計画課は予算がないので「街環」は対応 できない と。

震災復興のこの時期に国へ 申請すれば受 け入れ られる可

能性が高いと思われるがまず市が動かない ことには可能

性がない。県文化課よ り2月 に未指定文化財補助が発表、

県市担当者 と各町家を回 り打診する。8軒 の町家の申請

手続きを行 う。グループ補助で補助を受けられなかった

町家 も補助対象 となる。

(2)第2期:修 復工事着工と 「地域文化資源活用空間

創出事業(九 経局)」 申請時期(2018年1月 ～4月)

2018年1月 末に九州経済産業局が平成29年 度補正予

算 「地域文化資源活用空間創出事業」を募集する情報を

得、緊急に応募す ることを決める。主に外国人の観光客

の受け入れ を目的として歴史的町並みや伝統的町家の活

用が明記 されている。4月1日 に提出。修正 して2次 募

集に再度提出する(5月1日)が 結果的に採用されず。

申請内容は①伝統的町家 を民泊として活用す る②塩屋 を

高齢者も安心 して利用できるUD対 応 として整備す る③

歴史資料館跡地を当該商店街のコミュニティスペース と

して整備す る。情報を一元化 して発信する等。これ らの

具体的整備の検討 を小川町商店街振興会 と苅萱会 と連携

しておこなった。結果的に採用 されなかったが商工会振

興会 との連携作はこれからの活動に活かされ ると思 う。

また2017年 秋頃か らグループ補助や熊本県未指定文

化財補助を申請 していた複数の町家の修復工事が少 しず

つ始まった。磯 田はヘ リテージマネージャ文4)として各担

当の設計士と共に定期的な現場打ち合わせに参加す る。
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図3-3第11回 「地域 文化 資源活 用空間 創出事 業」 を検 討

(3)第3期:歩 行 者 優 先 の 道 ・歴 史 資 料 館 跡 地 整 備 ・

シ ャ ッ ター を開 け よ う プ ロ ジ ェ ク トの 始 動(2018年5月

～10月)



これまで検討 してきた歴史資料館跡地活用の検討をさら

に進める。また歩行者優先のみちづ くりについても具体

的に行動に移 した時期である。また、補助金に頼 らない

まちづくりの方法を検討 していくことを決める。

4.苅 萱会の各目的別活動について

4.1菊 池 ・松合視察(街 なみ環境整備事業の事例)

街なみ環境整備事業の事例 として、菊池市御所通 りと

宇城市松合地 区を視察 した(2017年10月22日)。

(1)菊 池御所通 り視察

当該地区は例外的な街環制度を実施 している。 ビジタ

ーセンターの整備 と道路の美装化が街環事業で行われ、

各伝統的町家の修景事業は 「熊本県緑の財 団補助」で行

われている。町の規模、町家形式も小川町 とよく似てい

る。整備 はされているが人通 りは少ない。

図4-1街 なみ環境 整備事 業 菊池御 所通 り視 察

(2)松 合視察

同じ宇城市にある不知火町松合地区は、港 と醸造で栄

えた歴史を持っ町である。その町並みの特徴である 「土

蔵白壁」を松合のまちづ くりに活か していくことを目標

に、松合の町並み保存会の活動、まっち・や朝市な どが行

われているが、空家が 目立つ。朝市は賑わ うが、それ以

外は閑散 としている。民間建築物の修景事業(間 接補助)

市主体の事業(道 路美装化工事、小公園整備、案内看板

設置)を 実施 した(宇 城市資料よ り)。

4.2歩 行者優先のみち一歩いて楽 しいまちヘー

第1回 苅萱会において、まち全体のことを考える取組

としてまず挙げ られたテーマである。2001年 頃に柏原 さ

ん他住民が商店街前の通 りのダンプの通行を規制するた

めに地域に働 きかけた活動があった。当該計画は結果的

に一部の反対があり規制できずに終わった経緯がある。

現在はスマー トインターができたことや、迂回する市道

の道路改良工事によ り特にダンプの交通量が激減 した。

しか し当該道路が直線道路のため、一部が通学道路にな

っているにもかかわらず車がスピー ドを出 して走ること

が地域の問題 となっている。歩道 もない。この問題は現

在も継続中であるが、これまでの活動を下記に述べる。

4.2.1先 進事例(第3回_170905)

(1)出 雲通 りへ至る参道 「神門通 り」

歩行者が主体 とな り歩行することを図った道路である

神門通 りはもともと車両の交通量が多く,歩 行者空間を

圧迫 していたが島根県の整備により改善された。デザイ

ンのポイン トは車道 と歩道の両方に石畳が用い られてい

ることである。これにより車道一歩道間の境界線が曖昧に

なる。これにより歩行者は従来の歩道 に設けられた段差

や 白線の ようなはっきりとした境界線か ら開放され るの

である。 こういったデザインが功を奏 し歩行者はのびの

び と歩行 し,車両はそのよ うな歩行者に注意 を払いなが

ら減速 して通過す る 「歩行者優先の道」 となった。

(2)岐 阜県 ・郡上八幡

長良川の上流に位置す る城下町である(図4-2)。

郡上八幡の町並みの大き

な特徴は水路が軒先に沿

うよ うに通っている点で

ある。車道 を少 しでも広

げるために暗渠 となる地

域は多いが,そ の よ うな

ことはなされていない。

しか し,そ れ によ り歩行

者が水の流れを視覚 と聴

覚で楽 しみながら,また,

その地域 らしさを感 じな

がら歩 くことができる町

並みとなっている。この

潔

■
璽
解

よ うに 歩 行 者 が歩 く楽 し さ を 見 い だ せ る計 画 も 「歩 行 者

優 先 の 道 」 と呼 べ る だ ろ う。ま た,小 川 町 商 店 街 付 近 に は

河 川 「砂 川 」 が存 在 す る 図4.2郡 上八幡の町並み(「岐阜の旅ガ

が,住 民 に と っ て 砂 川 は ド」)httPs//www・kankou-91fu・jP/sP
ot/1154/

原 風 景 の 一 つ とな っ て い

る。 郡 上 八 幡 の 町 並 み は 小 川 町 に お い て 砂 川 の 水 を利 用

した 水 路 を 計 画 す る際 に 参 考 に で き る 事 例 の 一 つ に な り

うる 。

4.2.2計 画 案 に つ い て

事 例 な ど に も とつ い て こ れ ま で 計 画 案 を 数 案 作 成 し

て き た 。 そ の 中 か ら現 時 点 で の 計 画 案 を紹 介 す る。 ま ず

本 計 画 案 に お け る 大 き な ポ イ ン トは石 畳 の舗 装(図5-5)

と 左 右 交 互 に 配 置 され た 樹 木(図4-3)の 二 点 で あ る 。

石 畳 の 舗 装 に 関 して は前 項 に示 した 神 門 通 りの 事 例 の よ

うな 効 果 を狙 っ た 。 樹 木 を道 路 の 左 右 交 互 に 配 置 した 意

図 は 道 路 を 蛇 行 させ る こ と で運 転 手 に左 右 の ハ ン ドル 操

作 を 強 い,減 速 を図 る た め で あ る。こ の 計 画 案 は 模 型 に よ

っ て 周 辺 住 民 に伝 え られ た 。 これ ま で 水 路 を利 用 した 計

画 等 も作 成 し,住 民 に伝 え て きた が,そ れ らの 計 画 案 に 比

べ ,本 計 画 案 は 「概 ね 満 足 で き る 」とい う反 応 を 多 く得 た。

4.2.3水 路 の 可 能 性 に つ い て

話 合 い の 中 で 以 前 は 当 該 通 りに 砂 川 か ら引 か れ た 水 路



が流れていたことが明 らかになった。水 田用の水路 とし

ての機能がなくなり、現在は止められているとい う。堰

を動かせば流すことは可能 とのこと。地元の方々か らは

初期消火等の防火対策 として必要ではとい う意見が出さ

れた。可能であれば郡上八幡のよ うな開渠にできないだ

ろうか。今後検討を続けていく。
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図4-3樹 木 に よ っ て 車 両 の 減 速 を 強 い ら れ る 道 路

4.2.3歩 行者優先のみち_行 政機関への相談と要望

(1)交 通管理者_宇 城警察署訪問

2018年6.月20日 宇城警察署を訪問した。対応は交通

第一課規制係主任巡査部長青木貴司氏、岩井氏。苅萱会

か らは安井 さん、福 田さん、柏原 さん、磯 田。要望書 を

持参 し①②をお願いする。

① 道路上に書かれている制限速度表示が消えかかって

いるので対応 をお願い したい。

② 車のスピー ドを落 とすためにセンタラインを無 くし、

車道を狭 くして歩道をつ くっていただけないか?

話合い結果 として①道路面の消えかかっている30km制

限表示は対応 したい。県でまとめて対応することになる。

②は道路管理者(熊 本県宇城地域振興課維持管理調整課)

に相談 してほしい。不可能なことではない と思 う。警察

は交通管理者、信号も管轄の一つ、宮崎文房具店前の信

号については検討 したい。

(2)道 路管理者_熊 本県宇城地域振興局維持管理課

2018年7.月31日 に訪問。宇城地方振興局維持管理課

主幹(維 持管理調整課長)岡 村氏、同主幹 伊藤氏、同

参事 藪氏が対応 された。苅萱会か らは安井会長、福 田

副会長、柏原 さん、磯 田が訪問。結果 として次のとお り。

私たちが考えているような歩行者優先道路(コ ミュニテ

ィ道路)は 県道(当 該道路は主要地方道)で は整備 が難

しい。市道になればその可能性は高まる。当該道路を市

道に、宮崎文具店からイオンモールの方へ走る市道を県

道に、の交換は可能である。宇城市と相談 されるとよい。

宇城市か ら県へ相談があれば検討可能である。

(3)宇 城市訪問_県 道 と市道の交換について

2018年9.月14日 宇城市 を訪問した。宇城市:岩 清水

企画部長、中村同次長、成 田土木部長、坂本用地管理課

長が対応。苅萱会は安井、福田、柏原、磯田。話合い内

容は以下の通 り。

歩行者優先 の考 え方や桜 を植 えたい とい うことは素

晴 らしい と思 う。 当該ルー ト変更候補 になっている市道

(宮崎文房具→小川中→消防署→3号 線)は4年 ほど前に

道路改良を行った。数千万かけている。合併特例債(借 金)

と補助金(55%程 度)。借金があるので、もし、県道 と

する場合、その借金問題があるので検討する。また補助

金を使 っているので10年 間は変更などしてはいけない

規制がある。 このことについても、県道に移行する場合

どうなるのか確認する。

一方
、柏原 さんか ら 「これからの少子高齢化、人 口減

少の時代、従来の開発志向の考えをあ らためるべきでは。

コンパク トで 「歩 く時代」が来る」 と。宇城市は確認 し

てから会長に連絡する(成 田土木部長)と しているが、

今だに返事がない(2018年10月 末現在)。

4.3歴 史資料館跡地活用への取 り組み

(1)第4回 苅萱会(181005)で の話 し合い

第3回 での話 し合いの中で出された防災公園としての

機能 を取 り入れた公園を提案 した(図4-4)。 かまどベン

チ、手押 しポンプ、デ ッキ下の備蓄庫、チャレンジシ ョ

ップ用スペース、公衆 トイ レ、緑化 された広場。

一.一..s/i・ 一 ・

図4-4歴 史資料 館跡地 防 災機能 を取 り入れた公 園

(2)第5回 苅 萱 会(171107)模 型 に よ る検 討1

前 回 の 話 合 い を 受 け て 、 イ ベ ン ト時 の ス テ ー ジ と して

のデ ッ キ を 追 加 した(図4-6)。

図4-5模 型 で検討 す る苅 萱会



図4-6イ ベ ン ト時のス テー ジ木 デ ッキ の ある公園

(1)第6回 苅 萱 会(171205)模 型 に よ る 検 討2

前 回 の 話 合 い を うけ て ① 防 災 公 園 ② トイ レ③ 子 供 の 遊

び 場 とす る(図4-7)。

図4-7防 災公園 、子供 の遊 び場、 トイ レの公 園

(4)2次 募集_平 成29年 度補正地域文化資源活用創出

事業で提案 した計画案

九経局(中 小企業庁)の 補助事業 「2次募集_平 成29

年度補正地域文化資源活用創 出事業」申請の中の一っの

柱 として歴史資料館跡地活用計画を申請 した。小川町商

店街振興会の事務所、子供図書館 とその中に トイ レを併

設する。木デ ッキ広場 と芝生広場を整備する。4台 分の

図4-8駐 車 場、 トイ レ、商 工会振 興会事 務室 、

子供 図書ス ペ ース 、木 デ ッキ広 場、芝 生広場

駐車場 を緑化ブ ロックを用いて設置す る案 である(図

4-8)。 しかし残念なが ら 「2次募集平成29年 度補正地域

文化資源活用創出事業」は採択 されなかった。

4.4油 津視察 自立型商店街

平成30年9月2日 に開催 された「日南市油津商店街で

宇城市の活性化を考える意見交換会(宇 城市商工振興課

主催)」 に、苅萱会 として参加する機会を得た。日南市油

津商店街は、 日南市が実施 した全国公募 によ り雇用 され

た事業者(テ ナン トミックスマネージャー)が 、4年 間

で約30店 舗 の企業誘致 を実現 した商店街再生の先進事

例である。平成30年 度 「はばた く商店街30選 」を受賞

している。

この視察では多くの知見を得 られたが、例 えばイベン

トに関して集客だけを目的 として開催す るのではな く、

「空気感を変える」「人のつなが りを作る」とい うよ うな

目的意識を持ち、事業の共感を生むきっかけとして捉え

ている点は、特に印象的な学びであった。

4.5シ ャッターを開けようプロジェク ト かるかや市

前述の油津視察 を終えた翌週の苅萱会では、次に自分

達がどんな一歩を踏み出し行動 していくかについて意見

を出し合った。その中で、通 り沿いにある空き店舗のシ

ャッターを開けることだけでもひ とつの行動だとい う意

見が出た。そこから、単にシャッターを開けるだけでは

なく、何か催 し物 をしてみるのは どうだろうかとい う意

見に発展 し、 自分達の手でフリーマーケ ットやマルシェ

のよ うなイベン トを開催 してみることに決まった。売る

ことが 目的ではなく、地元 の方々や遠 くか ら来 られ る

方々との交流が目的である。また苅萱会会員同士が楽 し

むことも目的の一つである。「最初は小 さく無理なく始め

ること」を合言葉 とした。 しかし単発で終わるのではな

く継続 したい。
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図4-9油 津 商店街 視察
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5.小 川町商店街周辺住宅アンケー ト調査について

5.1目 的

地震直後から主に小川町商店街通 りに面する町家を中

心に調査を行ってきた。地震以前か ら学生の卒業研究で

調査 した町家 に加えて、地震直後の話合いに参加 されて

相談をされた町家や住宅等である。これまで合計16軒 の

調査をおこなった。 しか し、まだ把握できていな伝統的

町家等が存在する。そこでアンケー ト調査の目的は

① 昭和戦前までに建て られた町家 ・住宅等(蔵 や工場

含む)が 現在 どの程度残っているか?

② 今回の地震で解体 された町家や住宅の中にどの程度

昭和戦前の建物が含まれていたのか?

の2点 である。

5.2ア ンケー ト実施上の問題点

①当初市に相談 したが、宇城市は関与せず、各区長 さん

に依頼するようとのこと。今回各区長 さんに配布をお願

い したが、最 も伝統的町家が多い上町の区長 さんは配布

を断 られた。

②またご高齢の一人暮 らしの方が多 くできるだけ簡単な

内容にせざるをえない。

③ 一方、地震直後で、住まいの現状は仮設住まい も含

め複雑であり、今回十分に設問に繁栄できなかった。

5.3ア ンケー トの方法

(1)ア ンケー ト実施期間

平成30年9.月26～10.月15日

(2)配 布 方 法

区 長 さん に 回 覧 と共 に 依 頼 す る。1世 帯1票 とす る

(3)回 収 方 法 郵 送 に よ る。

5.4集 計 結 果

(1)配 布 数 と 回収 率

回 収 率 の平 均 は26.9%で あ る 。

配布数 回収数 回収率

1 亀 の 町 132 30 22.7%

2 出来町 26 11 42.3%

3 新町 128 36 28.1%

4 中町 44 12 27.3%

5 上 町注 1 1 100.0%

6 寺町 35 9 25.7%

7 蛭子町 25 7 28.0%

8 井 手 口 63 13 20.6%

記 載 な し 3

合計 454 122 26.9%

注:上 町 は区長 さんが配布 を拒否 され、 区長 さんの

み提出 された。

(2)建 築 年 代 別 残 存 す る建 築(住 居 、 蔵 、 工 場 等)

ア ン ケ ー ト回収 は122軒 で あ っ た が 、 建 物 棟 数 別 に 集

計 す る と138棟 とな っ た。 建 築 年 別 集 計 結 果 を表5-1に

示 す 。回 収 率 が26.9%の 結 果 で あ る が 、大 ま か な傾 向 と

言 え る。 昭 和 戦 後 が44%と も っ と も 多 い 。 次 い で 平 成 の

40%昭 和 戦 後 と平 成 で84%を 占 め る 。昭 和 戦 税7%、 大

正 時 代4%、 明治 と江 戸 が2%で あ る 。

表5-2建 築 年代別 棟数

建築年代 戸数 害1」合

平成 55 40%

昭 和21年 ～ 61 44%

昭和戦前 9 7%

大正 5 4%

明治 3 2%

江戸 3 2%

記載 な し 2 1%

合計 138 100%

(3)地 区別建築年代別残存する建築

参考までに地区別に集計 した。伝統的建築が最も多く

残る地区が上町 ・中町 と思われ る。今回上町が含まれな

いのが残念であるが、今後補足調査をしたい。

昭和戦前以前の建築物は20棟 であるが、そのうち15

棟はこれまで把握 しておらず、新に得 られた情報である。

表5-3地 区別昭和戦前以前の建物数

亀の町 出来町 新町 中町 上町 寺町 蛭子町 井手ロ 合計

昭和戦前 1 1 2 1 4 9

大正 3 1 1 5

明治 1 2 3

江戸 3 / 3

合計 2 1 5 6 / 2 4 0 20

5.5今 後の補足調査

アンケー ト調査により本 目的を達成することは困難で

あることが分かった。それでもい くつかの新たな情報を

得ることができた。今後上町をは じめ、現地に詳 しい古

老の方への聞き取 りを行い、現地を回わって補足調査を

行 う予定である。



6 各町家修復工事の特徴について

小川町商店街 の町家(新 麹屋、宮崎床屋、塩屋、綿屋、

長谷川邸、若城金物店、 よろずや、稗方邸)に ついてグ

ループ補助、熊本県未指定文化財補助を受けて修復工事

を行っている。未指財補助 を受ける場合、文化財的な価

値を損なわないような修復 を行 うためにヘ リテージマネ

一 ジ ャ(HM)と 設 計 士 で 関 わ る こ とが 求 め られ る
。

小川町の町家の場合、HMと して磯 田、設計士として松

下 さん(若 城金物店、長谷川邸、宮崎床屋、よろずや)、

高木 さん(新 麹屋)、福岡の片井 さん(塩 屋)、畑元 さん(稗

方邸)に お願い し、未指定文化財の補助は受 けていない

が那須商店の設計は吉永 さんにお願いした。各町家 ごと

に修復方針等に特徴がある。ページの都合上 「那須商店」

について紹介する。
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の
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■建物概要(木 造2階)

道 蹄側の建吻が明治初朋頃 と思われ る。奥命倉 庫は昭和40年 代 、

平成10年 代 に住宅 を増畢 。那須 商店は寺町から昭和3⑪ 年 頃に

当醸町寮を購λ して移転 。山産糊 ・晦産翔等の食品 を扱 っていた。

近年は那須基夫氏が住ま いとして住 まわ れていた。趣味の写 良"

ビデオの作品が数多 く蟻 され ている.

■被災状況

屋 根瓦の一部落下に よる雨漏 り、内 部譲 喰壁の 剥薦、一部床の沈

下等.
■」睾復の特徴

瓦の 捕峰、ジ ャッキアwフ 在行 なった.

■これまでの活動 ・今後の計 画

地 震径の修 復を行う前に家主 が亡 くなられて しまiったものの 熊本

県内に住む息子さんがこの家 を受 け維 ぎ、地域 の中で有i功に活用

すべ く活動を開始 した.ま ず は地元の大 学院生協力のもとシ ャッ

ターをあけ店舗部分 に古本約 ヨρOO冊 を置いた 「か んまち 文庫 」

遊オープン(か んまちは地名の上珂 に由来)。 通 り土間 は町 家の

長い與行きを活か したギ ャラリーと した。また、週末には輿の倉

庫 でアマチュアミュージ シャンを集め 「小川 アマチ ュアデナイ ト」

と称 しアコースディ ック ライ コ'を行,て いる。明治期の旧商屋を

修 裡 した変流施設 「風の館 ・塩屋 」と隅接 している こともあ って

観 光客や地元住民が立ち寄 るよヨになった.現 在は、地元で震産

物 加二[所を運嘗する若手経嵩 者も創 流し,カ フェ ・ゲス トハウス ・

農 産吻加工品サデライ ト店舗の 壁備 、力1んまち文犀の充実 に向け

て活動 してお り、人 ・員金 とも限られ ているため、まずはカ フェ

をオーブ ンさせるべ く計画を進め ている。
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那狽 間眉 刀 ノ工訂 凹

1階現況

集められた古材

外観 ・庭

アマ手ユアデナイト

馨建物概要〔鉄骨造2階 ・約110ni)

昭相40年 代に建てられた倉庫e
騒被災状況

地震の被害は特にないが、柱脚の

罵食が目立つ。
■計画

内甚の融改傍し1階 をカフェ、2

階をラウンジとする,引 音続音ア
マチュアデナイ トを行えるようス

デージのスベースを確保する。ま

た、内装には地震被害を受け解体

した周辺の建物等から集めてきた

古材を活用する。カフエのメニュー

は地元で恥れる果物を活かしたバ
イ等を検≡寸中ゆ一

目

内振には地震彼審を受け解体した周辺の

延物等から集酌てきた古材を活用

2階 平面 図S;1/100

かんまiち文庫 と

連動した本棚

2階現況

1～佃O

,.40e 1400 ,脚 ,榊 Ism 1蜘

自

地元て璽れる果靭を活かしたバ・イ等を提供予定

アマチュアデナイトや

滴垂会を開催

1階 平面 図S=1/100

図6-2那 須商 店 復興 方針

7.今 後の活動について

これまでの主な活動を年表の形で次ページ末に示す。

グループ補助及び熊本県未指定文化財補助による伝統的

町家の修復工事が、稗方邸 を除きほぼ終了する見通 しで

ある。実際にはまだ支援すべき伝統的建造物があ り調査

を続けたい。2018年11月18日 に 「シャッターを開けよ

うプロジェク トー第1回 かるかや市一がスター トする。

苅萱会が設立して1年5か 月 目で会 として初めて具体的

なイベン トの開催である。

「この町の将来は?」 「我 々は何 をすべきか?」 いず

れも簡単に答えは出ない。「まずはできるところか ら小さ

く始めよう」 と皆で確認 した。ただ し、一発で終わるの

でなく継続することの努力をしたい。

公費解体で大事な伝統的町家がい くつも解体 された

が、残った伝統的町家が修復 され美 しい姿で蘇ってきて

いる。苅萱会の活動が 「かるかや市」を契機に少 しずつ



ま ち づ く りの 一 つ の 形 に な っ て い く こ とが 期 待 され る 。

決 して儲 け る こ とが 目的 で は な い 、 い つ も は 家 に 引 き 込

ん で い る人 た ちが 一 人 で も外 に 出 て き て 言 葉 を 交 わす 、

近 隣 か ら来 られ た 人 た ち と交 流 す る、 そ ん な小 さ な 出 来

事 を 大 事 に して 、 続 け て 行 け た ら よい と思 う。

<注>

1)文 化 財 ドクタ ー派 遣制度(熊 本 地震被 災建造 物復 旧支援事 業)

東 日本大震 災時 に創 設 された制 度。東 日本大 震災 では建築 学

会 中心、今 回は建築 士会 が中心 とな って動い た。 文化 庁、建 築

士会連 合会 、熊本 県建築士 会。調 査対象 建造物 は 「最 大震度5

強以 上の市 町村 にお け る建 築学会 デー タベー スに記載 され てい

る建造 物」。 平成28年5H調 査 を開始。 調査員 は① 九州各建 築

士会ヘ リテー ジマネ ー ジャー②建 築学会 会員③ 建築家 協会会 員。

7.月ま での2かA間 で外観 目視一次 調査 を行 い件 数 は約1500件 。

2)グ ル ープ補 助制度

甚大 な被害 を受 けた地域 にお いて、県 が認 定す る中小企業 等

の グル ープ の復興事 業計画 につ いて国及 び県 が支援す る。3.ll

東 日本 大震災御 に創設 。補助 対象 は 中小企 業(店 舗や 事務所 等)

で あ り、住宅 は対象 とな らない。 単独 では 申請 で きず2者 以 上

の グル ープ で申請す る。 この制度 は地震 直後 の6月 か ら説 明会

が始 ま り「小川 町商店 街 の伝 統的 町家 と体 験 のま ちづ くりの会 」

は8月 下旬 に申請。 書類作成 は磯 田が取 ま とめた。

3)「 熊 本地震 被災文 化財等 復興復 旧基金 」 によ る支援 事業 に含

まれ る未指 定文化財 補助制 度

2016年5.月 よ り地 元経済 界 を中心 に、文化財 復 旧に向 けた募

金活動 が本格化 、 この財源 を基金 と して 「熊本 県熊本 地震被 災

文化財 等復 旧復 興基 金」 が県 に設 置。熊本 県 におい て指 定文 化

財 か ら未指定 の歴史 的建造 物ま でをカバ ーす る形 で 民間所有者

を支援 す る補 助制度。2017年2.月 に発表 。未指 定文化財 に対 し

て補助 を行 う制度 は我 が 国で初 めての制度 で ある。補助 対象 と

な る未 指 定建 造物 は文化財 ドクター派 遣事業 よ り2次 調査 が行

われ た建造 物 を基本 。 その後市 町村推 薦 による追加建 造物 が あ

り、現 時点 の補 助対象 物件 は159軒(熊 本 県文化課 資料)。 小川

町商 店街 の場 合補助 対象 の町家 は8件 。所有 者が提 出す る申請

書類 作成 は磯 田 と各町家 の設計 を担 当す る設 計士 で行 った。

4)ヘ リテ ージマ ネー ジャー

各 県建築 士会 におい て認 定 され る制 度で あ る。1995年 阪神 淡

路大 震災 にて歴 史的建造 物が被 災 し、その教 訓か ら1996年 に

文化 財保護 法が 改正 され 登録文 化財制 度が創 設 され た。兵 庫県

で はその制 度 を支 え る人材 が必 要 と考 え、2001年 度 に教育 委員

会 と建築 士会が連携 して 「兵庫 県ヘ リテー ジマネー ジ ャー養 成

講習 会」 が開講 された のが始 ま りと され る。 熊本県 建築士 会で

は2011年 度 に スター ト。
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熊本地諜被災文化財等復興復旧基金(熊 本県)
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●

●よしとみ交付金申請

●長谷川邸交付金申
金申請 ●若城金物店交付金申請

●薙離 繋 ●意向調査 〔宇城市、県)
●塩屋、よろず

長谷川邸、若城

修復工事着工

●よろずや

文化財 ドクター派遣事業1文 化庁 ・建築士会連合会 熊本県建築士会)
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被災調査 ・実測調査
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●酉山医院●本田邸6ス イス時計店 ●ふみ美容室 ●よろずや離れ棟
●町全体の被災副

・若盤 物螂 須商店 ・小野紙屋
●町全体噸3灘

プ ロジ ェク ド・復興 まち づ くり勉強 会

●小川町商店街のこれからを考え=る ・かんまち文庫オー ●小川町

●住宅相談会 ●被災虐失われゆく身近なモノを守る集い ●
●北原朱生、横山先生

●輪島市黒島地区_保 全型の復興を考える

1● 室崎先生 ●スイスおくりびとプロジエグ

●第1回

益費解体
●能暗邸解体 ●スイス時計店解

●本田邸解体

2

=や、綿屋、宮崎床屋、
宇城市に提出

6 81012

■長谷川邸竣工検査
●新麹屋竣工検査

●新麹屋1期工事b長 谷川邸 ●塩屋
●若城金物店着エ ●宮崎床屋着工

●若城金物店隣地塀 ●綿屋

●3次 調査 一よろずや、綿

、若城

のこれまでとこれからを考える

過去の事例に学ぶ我が家と町並みに復興

●八女の街なみ保存に学

卜 苅萱 会

屋、塩屋、宮崎床犀、長谷川邸、若城

●稗方邸

2

●宮崎床屋、塩屋竣工検査(宇 城市、県)
●長谷川邸
竣工検査 〔宇城市、県)

●新麹屋2期工事

⑤菊池御所通り、松合O地 域文化資
◎丹波篠山視察

●西山歯科解体
●旧あくたや解体

bふ み美容室解体 ●飯田邸 ●木水邸解体

原活用空間創出事業申請O油 津視察

●歴史資料館解体

O第1回 ◎第2回
かるかや市 かるかや市

●第22回


